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「学校と地域で育む男女共同参画 指導の手引き」とは 

子どもたちが固定的な性別役割意識にとらわれず、自分らしい生き方や進路選択ができるよう、

学校・家庭・地域が連携して男女共同参画を学ぶための文部科学省の指導要領のこと。 

【主な内容】 

●男女がお互いを尊重することの大切さを学ぶ 

●「男だから○○」「女だから○○」といった固定的な性別役割分担意識について考える 

●自分らしい生き方や進路選択を尊重する 

●家庭や地域社会の中で男女が協力して役割を担うことを学ぶ 

●教員や地域の大人も、無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に気付き、見直してい  

くことを促す 

【用語解説】 

アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み） 

過去の経験や日々接する情報、周囲の意見などから無意識

のうちに（アンコンシャス）形成される偏見や先入観（バ

イアス）のことを指します。性別に基づく無意識の思い込

みや偏見として、「男は仕事、女は家庭」などがあります。

このようなバイアスは、ジェンダー平等の実現を妨げる社

会課題となっています。 

今回ご紹介する施策は．．． 

具体施策 No.4 学校教育を通じた男女共同参画の意識啓発 

～取組内容～ 

●教材や「学校と地域で育む男女共同参画 指導の手引き」（文科省）を活用し、社会科や家庭

科、道徳、特別活動を通じて学習機会を提供し、子どもたちが性別役割にとらわれることなく

個性を伸ばせる教育に努めます。 


